
第 13回 宿題 

問題１ 

ストークスの定理を用いて、ベクトル場 

 kjiX


yxz 32   

の線積分  
C

drX

を求めよ。C は球面 1222  zyx と平面 1 zyx の交線であり、

原点から見て時計回りに沿って積分するものとする。 

 

 

問題２ 

V を S : 4222  zyx の xy平面より上の半球とするとき、 

kjiF


zyx 244  に対し、ガウスの発散定理を用いて 

 
S

dSF

を求めよ。 

 

 

問題３ 

平面に関するグリーンの定理を用いて、曲線 C： 422  yx  に関して 

    dyyxdxyxI
C

  32  

を求めよ。 

 

 

問題４ 

kjiF


zyx  のとき、  
S

dSnF


を 

ガウスの発散定理を用いて求めよ。 

 

ここで、Sは ,0,1,0  yxx 1,0,1  zzy に 

囲まれた立方体とする。 

  



第 13回 宿題 

問題１ 

 

S を平面 1 zyx の 1222  zyx の部分とする。 

 S :   kjirr


)(, vuvuvu  1 、   11
222  vuvu  

と書けるので、 

 kjirr


 vu
 したがって  kjin
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kjiX


23rot  なので、ストークスの定理より 

    の面積SdSdSd
sSC
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rot nXrX


 

Sは半径
3

2
の円板なので、Sの面積は 

3

2
 ゆえに 

 
3

4
C drX


 

となる。  

 

 

問題２ 

 

ガウスの発散定理 

  
SV

ddVdiv SFF


 

を用いると 

    の体積VdVdVdVdiv
VVV

  66244F


 

Vの体積は、半径 2の半球の体積なので   
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 より 
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dVdivF


 

となる。 
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問題３ 

 

曲線 Cで囲まれた領域 Dとし、平面によるグリーンの定理を用いると 
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となり、曲線 C： 422  yx で囲まれた領域 Dの面積は 4  

ゆえに 

 8I  

となる。 

 

 

問題４ 

 

ガウスの発散定理は、 

 

dVdS
VS

FnF


 

 

である。この発散定理を用いることで、求められる積分は次のように解くことができる。 
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